
塁塁特急ヰ工業経営学研究 石井 和克

になる. 10年ひと昔とよくいうが， この間， r 10年めに
は自分なりのひとつの節をつくりたし、」とたえず考えな

がらも，経ってしまえばそれらしきものは何も築けなか

ったようである.思うに，節となるべき目標を具体的に

していなかったことがひとつの原因か.

ところで会員近況1 というタイトノレの趨旨に沿う

ことになるかどうかわからないが，これまで私がやって

きたことに対して，昨今感ずるところを恥を忍んで述べ

てみたい.私のあつかっている問題を一口にいえば，企

業で情報処理業務にたずさわる人々が抱えている問題を

解決することである.したがって，情報処理システムの

設計・製作・運用，企業内ユーザ一部門とのコミュユケ

ーション，標準化や組織体制など，あつかう問題の領域

はきわめて多岐にわたり，またその限界というものがな

高品質・低価格住宅近年，多くの製造業が直面してい い.

る問題の 1 つに， í多様化，特殊化する需要に対して， こうした問題に対するこれまでのアプローチで1土，い

いかに生産効率の高いシステムを設計していくか ?J が わば特定の問題をひとつひとつ取り上げてはその解決を

あります. はかつてきたといってよい.そうした個別の経験の積み

その代表的な産業として，プレハブ住宅産業がありま 重ねによって，問題領域全体の姿がおぼろげながらつか

す. めてきた(それは点のいくつかを知って集合全体を推論

プレハプ住宅産業では，顧客の家族構成，宅地条件， するようなものである)のと同時に，そのような個別的

趣味・趣好により多様化する要求に対して，低コスト， アプローチの限界を感ずるようになった. 10年間の経験

高品質，納期厳守でこたえていかなければなりません. が教えてくれたものは，そのアプローチの一定の効果と

一方，住宅生産においてプレハブ生産技術が導入され その限界性の認識だったので、ある.

てから，かなりの年月が経過しています.その間，導入 この限界をどう乗り越えるか，それがこれからの課題

目的のうち，高品質，多量供給という聞では，いろいろ である.この課題に挑んで新しい有効なアプローチを見

の改善が行なわれました.しかし，コスト低減に関する いだし，再び新たな限界にぶつかるとき，それはまたつ

改善は，各企業の努力にもかかわらず，まだ，それほど ぎの 10年後かもしれない.しかしその時に今日を振り返

の突を上げているとは，思われません. れば，そこにひとつの節がつくられていることに気づく

現在，住宅建設戸数の十数パーセントがプレハブ住宅 のではないだろうか.

だといわれていますが，この数字は今後さらに増加する

と推測されます.

したがって，今日，社会問題にさえなっている，高品

質・低価格住宅の安定供給という問題を，私なりに考え

ていきたいと思います.

会員諸氏のご指導，ご鞭撞をお願い申し上げます.

?27全員室雑草処理研究所 鈴木 道夫

10年めの節を求めて 電気事業の研究機関で，情報処理

に関する諸問題のいくつかに身を投じてちょうど10年め

書芸評愛車学 河崎 俊二

「公共的意思決定過程J に取り組む わが研究所には，

「地域科学J と「システム科学J の 2 講座があり 6 人

の研究員が所属している.共同研究がたて前となってお

り，ここ数年来 2 講座共同で地方行政を対象とした

「公共的意思決定過程J の研究を行なってきた.

公共的な問題に関する意思決定を中心に，地域社会と

いう組織の生理的構造を解明することによって公共問題

に関連する病理現象の原因究明と治療法の確立をはかる
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のが目的である. í公共的意思決定J の概念規定さえま

だ確立されていない未開拓の分野であり，研究の第一段

階で用語の定義を行なう必要があったが 6 人の専攻や

経験のちがし、もあって，はじめから理論的な共同研究を

本格的に行なうことには無理があった.そこで，文献に

よる研究とあわせて，たとえば総合計画策定支援システ

ムの開発のようなきわめて現実的な問題と取り組むとと

もに，県や市の職員との共同研究会を定期的に開催する

など，共通の経験を積み重ねていく努力をしてきた.

今年度は，これらの成果をふまえて，いよいよ理論的

研究に必要な基本的概念の整理を行なう計画である.成

否は，研究員の専攻のちがし、をうまく生かすことができ

るかどうかにかかっている.そして，私にとっては，こ

の 1 年は，大学奉職前の地方行政 9 年の経験が生きるか

どうかの正念場ということになる.

書雇鶴喜重科学科 藤田 修ー

もっと OR学科(?)のPRを 現在神戸商科大学管理

科学科 4 同生.社会システムにいちばん興味をもってい

ます.もちろん研究というようなものはなく，興味にと

どまっています.タオル産業の計量分析を卒業論文のテ

ーマにただし、ま取り組んで、います.

神戸商科大学の管理科学科を選んだのは，コンビュー

タのソフトウェアに興味があり，その周辺の学問ととも

史的崩発研究所 佐々木浩三

二一ズ‘の把握と適用効果の評価 社内のいくつかの利益

部門のために経営計画支援、ンステムの研究開発に取り組

んでいます.この種のシステムの開発導入では，つぎの

ような点が問題となっています.ユーザーが経営幹部で

あるため具体的なニーズの把握が困難なこと.これとも

関連し，経営的効果の定量化がむずかしいこと.

前者については， KJ 法や目的樹木法で整理したうえ

で，実データを用いて実験的シミュレーションを行ない

これに対する経営幹部の具体的反応を引き出し，実用モ

デルへと改訂していくという方法で臨んでいます.効率

化のために経営シミュレーションのための汎用システム

(MPS S)を用意していますが， これには，シミュレー

ション結果をフィードパックして政策変数値を自動修正

して経営目標を満たす計画案を作成する機能がありま

す.これについて， TIMS XXIIIで発表するため 7

月末にアテネにゆく予定です.

後者については，経営計画スタッフの省力化といった

周辺的効果ではなく，経営の本質面への効果を数量とし

て把握することが問題で，有効な方法がありません.効果

の測定評価についてよい考えがあれば，ご教示ください.

草壁毒装学科 田中 謙輔

に経済学等も学べるようだったからです.しかし正直い 5 年目を迎えた情報数学講座 当大学理学部数学科に新

って ORについては何も知りませんでした そして入学 しく情報数学講座が昭和48年度に増設され，それまで純

してから管理科学，管理工学，経営工学等のさまざまな 粋数学講座のみの情況からはじめて応用数学系の講座が

名前で，学校によって内容もさまざまであることを知り 生まれました.当初はなかなか応用数学を理解してくれ

ました.いまから考えればこの学科を選んで入学できた る研究者が少なくて閤りましたが，幸い九大理学部の情

のはラッキーでした.それほどこういう学科に関する情 報数学関係の方々や，東工大理学部情報科学科の方々の

報をもっていなかったのです. 5 月号で木下雄三氏がか ご協力によりまして学生の中からだんだん興味をもつも

かれているように，企業がこうし、う学科の出身者をコン のも多くなってきております.今年度も東工大の鈴木光

ヒ。ュータ室へ閉じこめてしまうということも，こうし、う 労先生からゲーム理論の特別講義をしていただきまし

学科が一般に知られていないことを如実に示す事実でし た

ょう. 現在当講座の大学院修士課程では 3 人，研究生として

マネジメント・サイエンスとし、う学問が発生してから l 人おりますが応用数学系がこの講座のみの関係と私の

まだ日が浅く，一般に広く理解されるまでまだ長い時間 興味などから計画数学と統計数学を中心に広く教育しで

かかるのはしかたのないことかもしれません.しかし おります.このような環境から若い研究者も徐々に育っ

その時間を少しでも短かくするために，もっと積極的な ておりますので今後とも研究や教育の面で皆様方の幅広

PRの必要があるのではないでしょうか. いご協力をお願L 、し、たします.
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